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未来を見つめ、より高きを志向する生徒 

一、賢く   創造力豊かな生徒を育てる 
一、豊かに  豊かな心を持ち、感動できる生徒を育てる 
一、強く   自ら考え、正しく実行できる生徒を育てる 
一、逞しく  身体をきたえ、逞しく成長する生徒を育てる 

  
 
夢と希望を抱き 志高く未来を切り拓く生徒の育成 
～よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力の育成～ 

 

                             

 

 

２０２２年を迎えて２ヵ月が経ち、子どもたちも令和４年度に向けた新たな目標を掲げ、目標達成に向けた取組を

スタートしているところです。新型コロナウイルスの新種株であるオミクロン株の猛威もとどまらず、学級閉鎖や自

宅での健康観察など、子どもたちや保護者の不安や心配も尽きない状況です。学校では、子どもたちの輝かしい未来

を創るため、「学びの歩み」を止めることはできません。このコロナ禍で「今できること」・「今やるべきこと」を

学校として知恵を絞り、工夫しながら取組んでいるところです。 

さて、富丘中学校では、「学力向上」に向けて、例年７月と１２月に生徒の学習状況を把握し、授業や家庭学習の

方法を改善するための学習アンケートを実施しています。今年度も実施しましたので、集計した結果の一部をお知ら

せします。中学校は新学習指導要領へ移行し、➀理解していること、できることをどう使いどう社会で解決するか

「思考力・判断力・表現力」➁何を理解し何ができるか「知識や技能」➂学びを人生や社会に活かし、よりよい人生

を送るか「学びに向う力・人間力」という「生きる力」が求められ、その力を付けるために、①学ぶことに興味・関

心を持ち、見通しをもって粘り強く取り組み、学習活動を振り返り次につなげる「主体性」、➁協働・対話・先哲の

考え方を手掛かりに、自己の考えを広げる「対話的な学び」、➂各教科の特質に応じた「見方・考え方」を働かせな

がら、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造する「深い学び」が必要となります。 

 令和３年度 学習アンケート結果  

 

① 3時間以上 2.0% 2.1% 1.3% 1.4% 5.0% 13.2%

② ２〜３時間 14.6% 16.2% 14.4% 13.1% 22.3% 32.2%

③ １〜２時間 50.3% 43.0% 52.5% 41.4% 42.1% 28.9%

④ 30分〜1時間 24.5% 26.8% 19.4% 33.1% 20.7% 17.4%

⑤ 0〜30分 8.6% 12.0% 12.5% 11.0% 9.9% 8.3%

① 3時間以上 9.3% 9.9% 6.3% 6.9% 13.2% 22.5%

② ２〜３時間 25.3% 14.8% 22.6% 15.2% 23.1% 25.0%

③ １〜２時間 43.3% 45.1% 36.5% 35.9% 33.9% 23.3%

④ 30分〜1時間 11.3% 18.3% 22.6% 24.1% 17.4% 18.3%

⑤ 0〜30分 10.7% 12.0% 11.9% 17.9% 12.4% 10.8%

① 当てはまる 44.6% 54.2% 68.1% 52.8% 76.7% 77.5%

② どちらかと言えば当てはまる 47.3% 35.9% 27.5% 38.9% 20.8% 20.0%

③ どちらかと言えば当てはまらない 7.4% 8.5% 3.8% 5.6% 2.5% 1.7%

④ 当てはまらない 0.7% 1.4% 0.6% 2.8% 0.0% 0.8%

① 当てはまる 66.2% 64.1% 69.0% 60.0% 65.0% 71.9%

② どちらかと言えば当てはまる 28.4% 28.2% 27.8% 33.1% 29.2% 26.4%

③ どちらかと言えば当てはまらない 5.4% 7.7% 3.2% 4.8% 5.8% 0.8%

④ 当てはまらない 0.0% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 0.8%

① 当てはまる 74.8% 73.0% 65.4% 60.4% 70.2% 71.9%

② どちらかと言えば当てはまる 23.1% 23.4% 32.1% 34.0% 26.4% 26.4%

③ どちらかと言えば当てはまらない 2.1% 3.5% 1.9% 5.6% 3.3% 0.8%

④ 当てはまらない 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.8%

① 当てはまる 67.8% 82.4% 75.5% 79.3% 76.0% 79.3%

② どちらかと言えば当てはまる 28.0% 14.8% 21.4% 20.7% 22.3% 19.8%

③ どちらかと言えば当てはまらない 4.2% 2.8% 3.1% 0.0% 1.7% 0.8%

④ 当てはまらない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

質問項目
1年⽣（⼈／％） ２年（⼈／％） ３年（⼈／％）
7月 12月 7月 12月 7月 12月

1

あなたは学校の授業時間以外に、普
段（⽉〜⾦）、1⽇当たりどれくら
いの時間、勉強をしますか。（学習
塾で勉強している時間や家庭教師の
先生に教わっている時間も含みま
す。）

2

あなたは学校が休みの⽇、1⽇当た
りどれくらいの時間、勉強をします
か。（学習塾で勉強している時間や
家庭教師の先生に教わっている時間
も含みます。）

3

授業では、学習内容を振り返る時間
（振り返りシートやノートなど）が
毎時間または小単元ごとに設けられ
ていたと思う。

4
授業では、自分の考えなどをノート
やワークシートに書く時間が与えら
れていたと思う。

5

授業では、周囲の⼈と協⼒や相談を
したり、他⼈の考えや発表を聞いた
りして問題を解決する時間があった
と思う。

6
授業では、学習の課題（目標・ねら
い）とまとめをノートやプリントに
書いていたと思う。

本校の教育目標 

今年度の重点教育目標 

『 学力向上に向けて 』～学習アンケート結果について～ 



 

問➀➁については、家庭学習の定着状況についてです。家庭学習の時間が１時間以下と回答した生徒が１・２年生

で7 月は３割、１２月は４割以上いるのが分かります。家庭学習の目的は、「学習の定着」「授業で学習したことの

整理・発展」にあります。来年度も学校でも授業で学んだことを確認するための「宿題」や、家庭学習ノートのチェ

ックを行っていきます。家庭でも学習習慣の定着に向けて、ご理解とご協力をお願いします。 

また、問➂➃については、授業の中で、「学んだことから、自分の考えを持ったり・表現しているか」、問➄は

「学習したことをどこまで自分で理解・整理し、考えを広げているか」どうか、問➅は「授業中、見通し（今日は何

を勉強するのか）を持って学習しているか」を判断した質問となっています。これを見ると、８割以上の生徒ができ

ていると答えています。しかし、今年度の全国・学力学習状況調査の分析では、「自分の考えがうまく伝わるよう，

資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表する」「学習した内容について見直し，次の学習につなげることができ

る」力が課題となっています。 

 

標記の件につきまして、３年生には２月上旬にご案内差し上げたところです。下記の「行事予定」にもありま

すが、３月１２日（土）が今年度の卒業式となっています。新型コロナ感染症対策のため、会場を武道館とし、

保護者・教職員・３年生での式とし、時間も短縮した内容で挙行させていただきます。 

１・２年生は 13 時まで自宅学習とし、1４日（月）は振替休日とさせていただきますので、よろしくお願い

します。 

【 ３月の行事予定 】※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から予定を変更する場合があります。

日 曜 日課 給食 行事 備考 

１ 火 
1.2 年 ６校時 

3 年  ７校時 
○  部活動なし 

２ 水 ６校時 
○ 

3 年× 公立高校下見、会議日、３年生弁当持参 部活動なし 

３ 木 1.2 年 ５時間 ○ 公立高校入試（学力検査）3 年生登校なし 部活動なし 

４ 金 
1.2 年 ５校時 

3 年  午後登校 

○ 公立高校入試（面接） 

 

部活動なし 

５ 土    部活動なし 

６ 日    部活動なし 

７ 月 ６校時 ○   

８ 火 ６校時 ○ 公立高校追検査 同窓会入会式  

９ 水 ６校時 ○ 3 年生大掃除  

１０ 木 ６校時 ○ 卒業式準備  

１１ 金 ４校時 × 卒業式総練習  

１２ 土   第47 回卒業証書授与式  １・２年生自宅学習  

１３ 日     

１４ 月   振替休業  

１５ 火 ４校時 ○   

１６ 水 ４校時 ○ 会議日 公立高校合格発表 部活動なし 

１７ 木 ４校時 ○ 一斉委員会  

１８ 金 ４校時 ○   

１９ 土     

２０ 日     

２１ 月   春分の日  

２２ 火 ４校時 ○   

２３ 水 ４校時 ○ 大掃除  

２４ 木 ２校時 × 修了式・離任式 部活動なし 

２５ 金   学年末休業（～4 月6 日）  

２６ 土     

２７ 日     

２８ 月     

２９ 火     

３０ 水     

３１ 木     

『第４７回卒業証書授与式』について 



 

 


